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前売券発売中！
美術館公式オンラインチケット、チケットぴあ（Pコード：685-780）、
ローソンチケット（Lコード：54293）ほか主要プレイガイドなど
お問い合わせ：TEL. 075-771-4334
https://kyotocity-kyocera.museum

会場：
　
開館時間：
休館日：
観覧料（税込）：

京都市京セラ美術館　
〒606-8344 京都市左京区岡崎円勝寺町124　
10:00‒18:00（入場は閉館の30分前まで）
月曜日（祝日の場合は開館）
一般 1,000円［800円］
大学・高校生 500円［400円］
中学生以下無料
※［　］内は前売・20名以上の団体料金
※京都市内に在住・通学の高校生・高等専門学校生は無料
※障害者手帳等をご提示の方は本人及び介護者1名無料
（確認できるものをご持参ください）

電車
──　地下鉄東西線「東山駅」から徒歩約8分
──　京阪電鉄「三条駅」から徒歩約16分
市バス
──　「岡崎公園 美術館・平安神宮前」下車すぐ
──　「岡崎公園 ロームシアター京都・みやこめっせ前」下車すぐ
Directions
By subway / Keihan Railway
- 8 minutes walk from Higashiyama Station of Kyoto city subway Tozai Line.
- 16 minutes walk from Sanjo Station of Keihan Railway.
By bus
- 1 minute walk from Okazaki Koen/Bijutsukan, Heian Jingu-mae.
- 1 minute walk from Okazaki Koen/ROHM Theatre Kyoto, Miyakomesse-mae.

幅
広
い
ス
ペシ
ャ
リ
ス
ト
の

眼
が
コ
レ
ク
シ
ョン
に

新
た
な
光
を
あ
て
る

本
展
で
は
、詩
人
や
文
筆
家
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
当

館
の
活
動
を
支
え
た
学
芸
職
員
、当
館
を
改
築
し
現

在
は
館
長
も
務
め
る
建
築
家
、羊
毛
や
絹
な
ど
の
異
素

材
か
ら
作
品
を
つ
く
る
繊
維
造
形
作
家
、版
画
制
作
を

原
点
に
映
像
作
品
を
発
表
し
て
き
た
ア
ー
ティ
ス
ト
、ナ

フ
タ
リ
ン
や
塩
を
用
い
て
時
間
を
可
視
化
す
る
現
代
美

術
家
な
ど
、多
様
な
ひ
ろ
が
り
を
持
つ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
実
験
的
な
展
示
空
間
を
創
造
し
、コ
レ
ク
シ
ョン
に
新

た
な
光
を
投
げ
か
け
ま
す
。

建
築
家
と
し
て
、

館
長
と
し
て
。

青
木
淳
に
よ
る

会
場
構
成

青
木
淳
は
、本
展
に
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
対
話
す
る

作
家
の
ひ
と
り
と
し
て
、ま
た
会
場
構
成
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
す
。自
ら
改
築
を
手
が
け

た
の
ち
に
館
長
を
務
め
る
当
美
術
館
で
、ど
の
よ

う
に
コ
レ
ク
シ
ョン
や
そ
の
展
示
空
間
と
対
峙
す
る

の
か
、見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。

コ
レ
ク
シ
ョン
の

隠
さ
れ
た
魅
力
！

初
公
開
を
含
む

貴
重
な
資
料
群

当
館
で
は
、完
成
さ
れ
た
作
品
で
は
な
い
資
料
類
も
多

く
収
蔵
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、糸
な
ど
の
素
材
や
壁

画
の
一
部
、日
本
画
や
織
物
の
下
絵
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
ら
は
作
品
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
や
着
想
源
を
知
る

う
え
で
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。初
公
開
と
な
る

資
料
も
多
く
、見
逃
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

本展のみどころ関連プログラム

■　開幕記念座談会
「コレクションとの共演、競演、饗宴」
出展作家をゲストに迎え、それぞれの視点から本展に
ついて語り合っていただきます。

登壇者：

モデレーター：
＜無観客にて収録。後日オンライン公開＞

■　対話シリーズ
全4回にわたり当館学芸員が聞き手となり、
出展作家との「対話」を行います。

時　間：
会　場：
参加費：
定　員：

1 　10月9日［土］　青木淳×中谷至宏
　「素描を見つめて」
2　10月23日［土］　ひろいのぶこ×中山摩衣子
　「山鹿清華旧蔵資料の調査について」
3　10月24日［日］　髙橋耕平×長尾衣里子
　「眠れるコレクションについて」
4　11月3日［水・祝］　宮永愛子×長尾衣里子
　「つながりを読む」

■　ギャラリートーク
展示室で担当学芸員がツアー形式の解説を行います。

会　場：
参加費：
定　員：
日　時：

■　オンライン茶会 「Voyage」
宮永愛子が席主となり、オンラインで茶会を開催します。
日時・定員未定、有料
＊各プログラムへの申し込み方法や料金・購入方法など、詳細は当館ウェブサイト
をご覧ください。 ＊メンバーシップの予約優待あり。 ＊新型コロナウイルス感染
症の状況により、予定を変更することがあります。 最新の情報は当館ウェブサイト
にてご確認ください。

青木淳、宮永愛子、ひろいのぶこ、
髙橋耕平
中谷至宏

14：00～15：30（13：30受付開始）
講演室（本館地下１階）
無料（予約不要、先着順、要当日観覧券）
各回40名

　

 

展示室（本館北回廊１階）
無料（予約不要、先着順、要当日観覧券）
15名
10月16日［土］、11月13日［土］、
11月14日［日］、11月20日［土］、
11月21日［日］、11月27日［土］
各日14:00～15:00（13:30受付開始）

令和３年度文化資源活用推進事業
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学
芸
職
員
・
詩
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
芸
職
員
・
文
筆
家

画
家

建
築
家
・
当
館
館
長

現
代
美
術
家

繊
維
造
形
作
家

現
代
美
術
家

竹
内
勝
太
郎
／
加
藤
一
雄

ア
ン
ド
レ
・ロ
ー
ト

青
木
淳

宮
永
愛
子

ひ
ろ
い
の
ぶ
こ

髙
橋
耕
平

主　催｜京都市、読売テレビ
Organizer: City of Kyoto, Yomiuri Telecasting Corporation 

2021年10月9日［土］ ── 12月5日［日］│京都市京セラ美術館 本館 北回廊1階

Oct. 9 [Sat.]－Dec. 5 [Sun.], 2021 at Kyoto City KYOCERA Museum of Art [Main Building North Wing 1F]



当
館
は
1
9
3
3
年
に「
大
礼
記
念
京
都
美
術
館
」と
し
て
開

館
し
ま
し
た
。地
道
な
収
集
を
重
ね
て
き
た
所
蔵
品
は
現
在

約
3
8
0
0
点
を
数
え
、特
に
近
代
日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
は
国
内
有
数
の
内
容
を
誇
り
、洋
画
・
工
芸
・
版
画
に
つ
い
て

も
名
品
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

　

今
回
、開
館
１
周
年
記
念
展
の
ひ
と
つ
と
し
て
、ジ
ャ
ン
ル
や

時
代
を
超
え
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と〝 

対
話
〞し
、作
品
に
ま
つ
わ
る
秘
め
ら
れ
た
歴
史

や
物
語
を
引
き
出
す
展
覧
会「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
対
話
：
６
つ

の
部
屋
」を
開
催
し
ま
す
。６
つ
の
部
屋
で
は
、現
代
美
術
家

や
建
築
家
、か
つ
て
当
館
に
在
籍
し
草
創
期
・
転
換
期
を
支
え

た
学
芸
職
員
、日
本
で
の
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
波
及
に
影
響
を
与
え

た
画
家
と
い
っ
た
面
々
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と〝 

対
話
〞し
、当
館
の

歴
史
や
所
蔵
品
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
新
作
制
作
を
含
む

実
験
的
な
試
み
を
展
開
し
ま
す
。コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
新
た
な
魅

力
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

This museum opened in 1933 as the Kyoto Enthronement Memorial 
Museum of Art. The collection now holds about 3,800 pieces, having one 
of the largest collections of Japanese painting domestically, and moreover, 
contains numerous masterpieces of Japanese Western-style paintings, 
craftworks, and prints. This time, celebrating the 1st anniversary of the 
Kyoto City KYOCERA Museum of Art, the Dialogues with the 
Collection: 6 Rooms exhibition will be held, bringing out the hidden 
history and stories behind the exhibited works by having “dialogues” 
between specialists of different genres and time, each approaching the 
collection in various ways. In the 6 rooms, contemporary artists, an 
architect, former curators of this museum who supported the initial and 
transitional stages of the museum, and an artist who influenced the 
uprising of Cubism in Japan, all will have “dialogues” with the collection, 
including an experimental attempt of exhibiting newly produced works 
inspired by the collection and the history of the museum. Please enjoy the 
newly fascinating appeal of the collection.

竹
内
勝
太
郎

加
藤
一
雄

大
礼
記
念
京
都
美
術
館
の
構
想
時
か
ら
京

都
市
の
学
芸
職
員
と
し
て
開
館
準
備
に
携

わ
っ
た
竹
内
勝
太
郎
（
1
8
9
4
〜

1
9
3
5
）は
、詩
人
、評
論
家
と
し
て
も
活

躍
し
、榊
原
紫
峰
ら
多
く
の
作
家
と
の
人

脈
を
持
ち
、開
館
時
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形

成
に
寄
与
し
ま
し
た
。戦
後
、米
軍
接
収
解

除
に
よ
る
京
都
市
美
術
館
と
し
て
の
再
開

館
に
立
ち
会
っ
た
加
藤
一
雄（
1
9
0
5
〜

1
9
8
0
）は
、美
術
史
家
、評
論
家
と
し
て

魅
力
あ
ふ
れ
る
文
章
を
数
多
く
残
し
て
い

ま
す
。作
家
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
生
ま

れ
た
彼
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
、所
蔵
作
品
に

新
た
な
視
点
を
投
げ
か
け
ま
す
。

ア
ン
ド
レ・ロ
ー
ト

ア
ン
ド
レ・ロ
ー
ト（
1
8
8
5
〜
1
9
6
2
）

は
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
キ
ュ
ビ
ス
ト
の
ひ

と
り
で
す
。京
都
の
洋
画
史
に
多
大
な
足

跡
を
残
し
、当
館
の
洋
画
コ
レ
ク
ション
に
お

い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
黒
田
重
太

郎（
1
8
8
7
〜
1
9
7
0
）は
、1
9
2
0
年

代
初
頭
に
ロ
ー
ト
に
師
事
し
、様
式
化
さ
れ

た
キ
ュ
ビ
ス
ム
絵
画
を
描
き
ま
し
た
。手
紙

を
は
じ
め
と
す
る
資
料
の
紹
介
と
両
者
の

作
品
の
展
示
を
通
し
て
、同
時
代
の
美
術

と
し
て
の
西
洋
と
日
本
の
洋
画
に
つ
い
て

考
察
を
促
し
ま
す
。

青
木
淳

建
築
家
で
当
館
館
長
の
青
木
淳（
1
9
5
6

〜 

）は
、こ
れ
ま
で
多
く
の
展
覧
会
に
参

加
し
、作
家
と
し
て
作
品
を
発
表
す
る

他
、建
築
家
と
し
て
空
間
構
成
を
手
が
け

て
き
ま
し
た
。本
展
に
お
い
て
は
、所
蔵
品

に
あ
る
日
本
画
の
下
絵
を
用
い
て
展
示
空

間
を
構
成
し
ま
す
。日
本
画
に
お
け
る
素

描
や
下
絵
に
は
、完
成
作
に
至
る
ま
で
の

発
想
や
探
求
、揺
り
戻
し
や
再
構
築
と

いっ
た
経
緯
が
凝
集
さ
れ
て
お
り
、青
木
は

そ
こ
に
建
築
図
面
と
の
類
似
性
を
見
出
し

ま
し
た
。展
示
空
間
を
問
い
直
し
、日
本

画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
新
た
な
視
点
を
も
た

ら
す
試
み
で
す
。

〈ことば×日本画〉

〈西洋×日本の洋画〉

〈建築×日本画下絵〉

宮
永
愛
子

日
用
品
を
ナ
フ
タ
リ
ン
で
か
た
ど
っ
た
オ
ブ

ジェ
や
、陶
器
の
貫
入
音
や
塩
、葉
脈
を
用
い

た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョン
な
ど
、気
配
の
痕
跡

を
集
め
て
時
を
視
覚
化
す
る
宮
永
愛
子

（
1
9
7
4
〜 

）は
、歴
史
あ
る
京
都
の
陶
芸

家
の
家
系
と
い
う
自
身
の
出
自
を
辿
り
、

過
去
の
時
間
の
新
た
な
捉
え
方
を
提
示
し

ま
す
。宮
永
東
山
を
は
じ
め
と
し
た

1
9
0
0
年
代
前
半
の
京
都
の
工
芸
に
触

れ
、幼
少
期
か
ら
馴
染
み
の
あ
る
京
都
市

美
術
館
の
建
築
空
間
に
も
着
目
し
、過
去
、

現
在
、そ
し
て
未
来
の
時
間
を
出
合
わ
せ
る

場
を
創
出
し
ま
す
。

ひ
ろ
い
の
ぶ
こ

羊
毛
や
絹
な
ど
を
中
心
に
、紙
や
金
属
、貝

釦
な
ど
異
素
材
を
組
み
合
わ
せ
、織
る
・
組

む
・
縫
う
な
ど
の
技
法
に
よ
っ
て
作
品
を
制

作
し
て
き
た
ひ
ろ
い
の
ぶ
こ（
1
9
5
1
〜 

）

は
、世
界
各
地
の
染
織
技
法
や
織
物
の
調

査
を
行
う
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

本
展
で
は
染
織
家 

山
鹿
清
華（
1
8
8
5

〜
1
9
8
1
）が
残
し
た
糸
や
古
裂
の
調
査

を
も
と
に
、そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
制
作
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、山
鹿
清
華
が

所
蔵
し
て
い
た
シ
ュニ
ー
ル
糸
を
用
い
て
織

作
品
を
制
作
。糸
が
結
ぶ
二
人
の
染
織
作

家
の
交
流
に
よ
っ
て
、唯
一
無
二
の
展
示
空

間
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

髙
橋
耕
平

普
段
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
領
域
に
着
目

し
、特
定
の
場
・
他
者
・
史
実
と
の
対
話
を

試
み
、そ
れ
ら
に
潜
む
歴
史
や
物
語
を
視

覚
化
し
た
映
像
作
品
を
展
開
す
る
髙
橋

耕
平（
1
9
7
7
〜 

）は
、本
展
で
は
自
身

の
制
作
の
出
発
点
で
も
あ
る
現
代
版
画
に

焦
点
を
当
て
ま
す
。過
去
に
自
身
が
発
表

し
た「
京
都
市
美
術
館
の
コ
レ
ク
ション
の
リ

ス
ト
を
音
読
す
る
作
品
」を
アッ
プ
デ
ー
ト

し
、新
た
に
コ
レ
ク
ション
の
文
字
情
報
に
着

目
し
た
映
像
も
制
作
。音
や
イ
メ
ー
ジ
が

連
な
り
重
な
る
様
相
を
通
し
て
、コ
レ
ク

ション
の
在
り
方
に
つ
い
て
追
求
し
ま
す
。

〈時間×工芸〉

〈テキスタイル×染織〉

〈映像×版画〉

右
｜《
加
藤
一
雄　
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
》

左
｜
川
村
曼
舟 《
霧
氷
》 

1
9
3
6
年
、京
都
市
美
術
館
蔵

上
｜
ひ
ろ
い
の
ぶ
こ「
つ
な
ぐ
、、、つ
な
が
る
」展
示
風
景（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
恵
風
、2
0
1
8
年
）

左
｜
山
鹿
清
華 《
手
織
錦
屛
風 

立
花
》 

1
9
3
5
年
、京
都
市
美
術
館
蔵

上
｜
髙
橋
耕
平《
作
品
の
漂
流

-

京
都
市
美
術
館
所
蔵
の
作
品
に

　

  

つ
い
て（
改
修
中
の
京
都
市
美
術
館
前
で
の
展
示
風
景
）》

　

  

2
0
1
8
年
、京
都
市
美
術
館
蔵

　

  

写
真

：

守
屋
友
樹　

© TAKAHASHI Kohei

右
｜
木
村
秀
樹 《Pencil 2-3

》 

1
9
7
4
年
、京
都
市
美
術
館
蔵

上｜黒田重太郎からアンドレ・ロートへの手紙
　 （1923年1月18日付）、アンドレ・ロート・アーカイブ蔵
右｜黒田重太郎 《渚に座する女》 1922年、京都市美術館蔵

上｜青木淳によるファサドのためのコラージュ
右｜竹内栖鳳 《写生帖（鳥類写生）》 1880‒1881年、京都市美術館蔵

上｜宮永愛子 《みちかけの透き間 -時計-》 2017年　写真：木奥恵三　
　  © MIYANAGA Aiko, Courtesy of Mizuma Art Gallery
右｜（初代）宮永東山（印錦光山） 《彩釉蕪文花瓶》 1905年、京都市美術館蔵

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
開
館
１
周
年
記
念
展

D
ia

lo
gu

es
 w

ith
 

  t
he

 C
ol

le
ct

io
n

K
yo

to
 C

ity
 K

Y
O

C
E

R
A

 M
us

eu
m

 o
f A

rt
 

1s
t A

nn
iv

er
sa

ry
 E

xh
ib

iti
on

D
ia

lo
gu

es
 w

ith
 th

e 
C

ol
le

ct
io

n:
 6

 R
oo

m
s

Pa
rt

ic
ip

an
ts

 in
 d

ia
lo

gu
es

:
T

ak
eu

ch
i K

at
su

ta
ro

 / 
K

at
o 

K
az

uo
, A

nd
ré

 L
ho

te
, 

A
ok

i J
un

, M
iy

an
ag

a 
A

ik
o,

 
H

ir
oi

 N
ob

uk
o,

 T
ak

ah
as

hi
 K

oh
ei


